
提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

85

県支出金 その他 一般財源

380,448 4,353 10,645 344,744

9,000千円 

10千円 

17,650千円 

444千円 

353,344千円 

補助率（充当率）等

100%

100%

100%

1/2

1/4

1/1

低所得者保険料軽減負担金（介護保険）県 4,353

85-25-5-15-15 長寿支援課雑入 1

60-5-15-5-3

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算

老人福祉費

事業番号 事業名 老人福祉費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般

総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

介護保険法ほか

【事業の概要】
　介護保険特別会計に関連するものと高齢者施策の一般的
な経費を計上。

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

398,877 8,706 12,000

事業内容の説明 経費内訳

18-2補助金及び交付金

12-1委託料

18-1負担金

鳥取県シルバー人材センター負担金

介護予防支援サービス計画委託
料＠850千円×12月

●繰出金（介護特会）
　介護保険事業・保険事業費分　259,293千円
　介護保険事業・人件費分　　　　53,699千円
　介護保険事業・事務費分　　　　 15,313千円
　地域支援事業・介護予防事業分　6,370千円
　地域支援事業・包括的任事業分　1,257千円
　低所得者保険料軽減分　　　　　17,412千円（国1/2・県1/4）

19-1扶助費

27-1繰出金（介護特会）

12,000

充当額

444

10,200

8,706

●介護予防支援サービス計画作成委託料
　介護予防対象者（要支援1.2）について各事業所に委託したケアプラン
（介護予防支援計画）作成に対する委託料。
　【財源内訳】　民生費雑入
　・介護予防支援サービス計画費　9,000千円

90-5-10-27-2 過疎債ソフト（訪問サービス事業補助金）

款-項-目-節-細節 説明名称

●生きがい拠点整備事業（R2年度意向調査→R7年度末廃止）
　集会所のバリアフリー化を進めるため、段差解消や手すりを設置する場
合の経費の一部を助成（補助率3/4・上限30万円）
《R7》トイレ洋式化＠30万円×1集落、手すり設置＠5万円×3集落
　　　段差解消＠20万円×1集落

●家族介護用品支給事業
　非課税世帯における家族介護を支援するため、介護用品にかかる経費
の一部を助成する。
　※R6～国の制度変更に伴い一般会計へ移行

75-10-30-1-1 地域福祉基金繰入金

85-25-5-15-15 介護予防支援サービス計画費

55-5-15-5-3 低所得者保険料軽減負担金（介護保険）国

町シルバー人材センター補助金
5,000千円

訪問サービス事業所支援補助金
12,000千円

家族介護用品支給事業 444千円

●町シルバー人材センター補助金
　高齢者の雇用促進、生きがいづくりを進めるための経費

●大山町訪問サービス事業所支援補助金
　高齢者が自宅で安心してサービスを受けられるよう、町内の訪問サービス
事業所に対する補助金

生きがい拠点整備事業補助金
 650千円



提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

90

県支出金 その他 一般財源

4,432 1,608 2,824

2,132千円

2,300千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助率（充当率）等

2/3

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算

老人福祉費

事業番号 事業名 老人クラブ活動助成

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般

総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

老人福祉法

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

4,722

事業内容の説明 経費内訳

18-2補助金及び交付金

【事業概要】
　老人福祉法の趣旨に基づき、老人クラブ活動を財
政的に支援する。R6申請がない団体も活動促進2団
体（50千円×2）を見込む。

【交付団体の内訳】
・会員数10人以上20人未満
　　補助上限50千円×10団体＝500千円
・会員数20人以上30人未満
　　補助上限60千円×4団体＝240千円
・会員数30人以上40人未満
　　補助上限70千円×2団体＝140千円
・会員数40人以上50人未満
　　補助上限80千円×8団体＝640千円
・会員数50人以上
　　補助上限100千円×10団体＝1,000千円

過年度実績による査定減　-220千円

老人クラブ連合会補助金

単位老人クラブ活動補助金

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

60-10-15-5-1 いきいき高齢者クラブ活動補助金 1,608千円

連合会1,279千円×2/3＝852千円

単位クラブ1,135千円×2/3＝756千円



提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

92

県支出金 その他 一般財源

18,129 5,700 12,429

29千円

18,100千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助率（充当率）等

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算

老人福祉費

事業番号 事業名 老人施設入所措置事務

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般

総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

老人福祉法

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

24,709

事業内容の説明 経費内訳

7-1報償費

【事業概要】
　高齢者のセーフティネットとして、生活保護制度に優先して
行われる生活保障制度。経済的理由等で必要とされる介護
保険制度による介護サービスが受けられない者、或いは劣
悪な住環境にある者、更には被虐待者に対して介護サービ
スを提供し、施設へ入所措置を行う。

令和6年10月現在の被措置者数　7名
　・養護老人ホーム皆生エスポワール　3名
　・養護老人ホーム母来寮　4名

入所判定委員会委員謝礼

医師　9,300円×1人×2回

　その他　5,000円×1人×2回

12-1委託料

　本入所分　　16,800千円

　短期入所分

・養護老人ホーム　900千円

・特別養護老人ホーム400千円

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

45-10-15-5-3 老人施設入所措置負担金 5,700



提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

94

県支出金 その他 一般財源

700 525 175

700千円 

補助率（充当率）等

3/4

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算

老人福祉費

事業番号 事業名 介護保険特別対策事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般

総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

介護保険法

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

900

事業内容の説明 経費内訳

【事業の概要】
　町が生活困難と認めた低所得者に対し、社会福祉法人が
利用者負担軽減をする。その際に負担した費用の一部を公
費で女性する制度。

18-2　補助金及び交付金

社会福祉法人使用者負担軽減
措置補助金

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

15-5-3-18-2 社会福祉法人使用者負担軽減措置補助金 525,000



提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

958

県支出金 その他 一般財源

7,571 900 71

10-1消耗品費 106千円 

タイヤ、エンジンオイル代

10-2燃料費 600千円 

車両3台分

10-6修繕費 111千円 

車検（1台）、点検（1台）

11-1通信運搬費 48千円 

携帯電話使用料（3台分）

23千円 

11-5保険料 64千円 

12-1委託料 6,279千円 

6,039千円 

240千円

13-1使用料及び賃借料 333千円

7千円

補助率（充当率）等

100

100

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算

老人福祉費

事業番号 事業名 外出支援サービス事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般

総合計画における位置づけ

18　社会保険制度をみんなで支え合おう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

外出支援サービス事業実施要綱

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

7,930 6,600

事業内容の説明 経費内訳

自賠責（1台）、町村共済（3台）

【事業の概要】
　公共交通機関を利用して外出することが困難な要援護高
齢者、障害者に対して、移送用車両により居宅と医療機関を
送迎する。

11-3手数料

タイヤ交換、車検印紙

社協人件費

ストレッチャー車両

リース（1台分）

26-1公課費

重量税（1台分）

90-5-10-27-2 過疎債ソフト（外出支援サービス） 6,600千円

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

85-25-5-15-15 外出支援サービス利用負担金 900千円



提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

1289

県支出金 その他 一般財源

3,916

3,916千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助率（充当率）等

100

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算

老人福祉費

事業番号 事業名
地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金事
業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般

総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

地域における医療及び介護の総合的な
確保の促進に関する法律
地域介護・福祉空間整備等施設整備交
付金実施要項

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

15,460 3,916

事業内容の説明 経費内訳

18-2補助金及び交付金

【事業概要】
「認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業」

介護施設等における防災・減災対策を推進するため、スプリ
ンクラー等の整備、老朽化に伴う大規模修繕等のほか、非常
用発電自家発電設備・給水設備の整備、水害対策に伴う改
修等、倒壊の危険性のあるブロック塀等の改修等の支援

・グループホーム陽だまりの家中山
　ウッドデッキ取換工事　3,916千円

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

55-10-15-5-3 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金 3,916



提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

1315

県支出金 その他 一般財源

6,960 6,960 0

6,960千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助率（充当率）等

100

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算

老人福祉費

事業番号 事業名 シルバー交付金

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般

総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

老人福祉法

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

7,000

事業内容の説明 経費内訳

18-2補助金及び交付金

【事業概要】
　老人の日の事業の趣旨に沿った敬老会、レクリエーション、
講演会、記念品の贈呈等、地域のニーズに合わせた敬老事
業。
　生活習慣病予防、閉じこもり予防等、健康で暮らすことを目
的とした事業。また、日常生活や緊急時に支援が必要な世
帯に対して、訪問等の方法により生活状態を確認する事業。

　75歳以上を対象に1人につき2,000円を自治会に交付す
る。

　　令和7年度　3,480人×2,000円

3480人×2,000円

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

75-10-15-1-1 ふるさと応援基金 6,960



提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 9

1600

県支出金 その他 一般財源

32,847 6,277 7,739 6,277

【事業の内容】 31,184千円 

●地域包括支援センターの運営に係る経費 33千円

（※旧 介護保険特別会計653事業） 5千円

30千円

330千円

50千円

77千円

15千円

45千円

501千円

561千円

（財源内訳の詳細　単位：千円） 16千円

補助率（充当率）等

38.5%

19.25%

100%

100%

75-5-15-1-1 介護保険事業繰入金（包括支援センター運営分） 7,499

85-25-5-15-15 介護予防支援サービス計画費 240

55-10-15-5-1 重層的支援体制整備事業交付金（国） 12,554

60-10-15-5-1 重層的支援体制整備事業交付金（県） 6,277

・自動車リース月額[EKﾜｺﾞﾝ]15,290
円・[ﾐﾗｲｰｽ7799]12,100円・[ﾐﾗｲｰｽ
6394]14,300円

・ﾜｲｽﾞﾏﾝｼｽﾃﾑﾘｰｽ料42,500×
1.1×12か月=561,000円

・国保連伝送サービス使用料（け
あ蔵）1,200×1.1×12か月

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

13　使用料及び賃借料

　地域住民全ての心身の健康維持、生活の安定、保健・福
祉・医療の向上と増進のために必要な援助や支援として「介
護予防マネジメント」「総合相談・支援」「権利擁護事業」「包
括的・継続的マネジメント」を担う地域の中枢機関である地域
包括支援センターの運営。

10　需用費

・施設消耗品費（車検印紙・書籍・色画用
紙他）

・燃料費3台（183円×1５0ℓ×12か月）

・自動車修繕
一般修繕50,000円

11　役務費
・通信運搬費（包括支援センター電話代54000円、返信
用切手9800円、携帯代13200円）

【主な内容】
公用車3台維持費、センターシステム（ワイズマン）維持費、雑
費（消耗品、通信運搬費ほか）。

・手数料
一般手数料15,000円

・保険料
共済分担金3台分(ﾐﾗｲｰｽ2台・EKﾜｺﾞﾝ)

職員人件費

７ 報償費

8　旅費

0 12,554

事業内容の説明 経費内訳

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

重層的支援体制整備事業費

事業番号 事業名 重層的支援体制整備事業費

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般
総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

大山町地域包括支援センター設置及び
運営規則、介護保険法第１１５条の45

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算



提出課：

19

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 9

1601

県支出金 その他 一般財源

5,338 955 1,518 955

【事業の内容】

10千円

4,245千円 

10千円

1,073千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助率（充当率）等

20%,5%,38.5%

12.5%,19.25%

100%

100%75-5-15-1-1 介護保険事業繰入金（生活支援体制整備事業分） 981

60-10-15-5-1 重層的支援体制整備事業交付金（県） 955

75-5-15-1-1 介護保険事業繰入金（地域介護予防活動支援事業分） 537

　50,000円×1団体

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

55-10-15-5-1 重層的支援体制整備事業交付金（国） 1,910

高齢者の社会的孤立の解消、心身の健康保持による要介護
状態の予防及び地域の支え合い体制を推進するため、住民
主体による通いの場を提供する活動を支援する。

　144,000円×2団体

　130,000円×2団体

　96,000円×3団体

　66,000円×2団体

　55,000円×1団体

　人件費@2,370円×1.1×1,570時間

　事務費・事業費@138,000円×1.1

需用費

　消耗品費

●地域介護予防活動支援事業
（※旧 介護保険特別会計651事業）

負担金及び交付金

・地域介護予防活動支援事業補助金

謝礼金

●生活支援体制整備事業
（※旧 介護保険特別会計1249事業）
地域における高齢者の日常生活上の支援体制の充実及び
強化のため、生活支援コーディネーターの配置や大山町生
活支援体制整備推進協議体の設置及び運営の一部につい
て委託する。

　協議体関係構成員謝金

　　@4,700円×2人

委託料

　生活支援コーディネーター

0 1,910

事業内容の説明 経費内訳

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

重層的支援体制整備事業費

事業番号 事業名 重層的支援体制整備事業費

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

介護保険被保険者、高齢者全般

総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

介護保険被保険者および高齢者に対し、適切な
サービス等を提供し、住みよい暮らしを提供する。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

健康・長寿・福祉のまちづくり

根拠法令・要綱等

介護保険法、大山町生活支援体制整備
事業実施要綱、大山町地域介護予防活

動支援事業補助金交付要綱

令和７年第２回定例会

議案説明資料 長寿支援課

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算


